
早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和３年度 第１回会議

開催日時：令和３年１０月１４日（木）15:00～16:50

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

【主な説明内容】

・阪神・淡路大震災以降の地震災害への備えの課題

・広島土砂災害以降の広島での災害対策における問題点

・地域の防災力を高めるための地域防災プラットフォーム構想

・新たなコミュニティの誕生に向けて

❖広島東警察署 … 救助活動の参加、警備など治安確保

❖広島東消防署 … 自主防災組織の育成、各種訓練等の支援

❖東区地域起こし推進課 … 広島市防災まちづくり事業の支援

❖東区地域支えあい課 … 避難所巡回支援、被災地の戸別訪問

❖広島市立早稲田中学校 … 避難訓練、地域防災学習の実施

❖広島市立早稲田小学校 … 一斉防災週間の取り組み、総合学習実施

❖広島女学院大学 … 災害対応への検討、治山えん堤建設協力

❖東区社会福祉協議会 … 災害ボランティアセンター設置、支援

❖牛田・早稲田 … 災害発生時の避難の声かけ、

地域包括支援センター ケアマネージャーへの情報提供

❖東区医師会 … 過去の災害での医療サポート紹介

❖ちゅピＣＯＭ … データ放送・緊急放送での情報提供

❖広島電鉄(株) … 安全確保のための運休停止、各種訓練

❖ＮＰＯ法人イマジナス … 被災地での災害ボランティア活動

❖早稲田学区社協 … まちづくりプランによる防災活動の実施

❖早稲田女性会 … ローリングストック活動や避難所支援

❖早稲田学区自主防 … 防災教育の推進、避難所運営体制の強化

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 趣旨説明
「地域防災プラットフォームの意義と目的について」

３．自己紹介および平成30年7月豪雨における土砂災害の課題と
地域防災への取り組み紹介

松井 一洋 名誉教授による講演

西田会長挨拶

参加者の自己紹介（東区社会福祉協議会）

早稲田学区における防災の現状紹介

・平成30年7月豪雨での早稲田学区の自主防防災活動での課題

・早稲田学区地域防災プラットフォームへの期待

４．その他

１）東区における個別避難計画の作成状況（東区地域起こし推進課）

・広島市における個別避難計画作成の取り組み状況

・早稲田学区の避難行動要支援者の個別避難計画の作成状況

２）早稲田学区における防災の現状と今後の提案

・早稲田学区における防災行動の現状

→ 避難行動、在宅避難における備えの分析

・避難所運営の現状と対策

・早稲田学区の地域防災において解決すべき課題の提案

会議風景



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

開催日時：令和４年３月１７日（木）15:00～16:50
開催会場：東方之光 広島研修センター ２階大ホール

２．広島経済大学 名誉教授 松井一洋先生 講演
「地域防災力向上の諸課題 - 第１回 阪神淡路大震災後の大災害を振り返る - 」

◇阪神淡路大震災(1995) … 防災の国民的気づき、共助の大切さ

◇東日本大震災(2011) … 想定外と言われた災害からの対策

◇広島土砂災害(2014) … 過去の教訓から何を考えるか

◇熊本地震(2016) … 古い家屋対策など地域に応じた対処

◇糸魚川大規模火災(2016) … 20世紀の負の遺産である住宅の被災

◇大阪北部地震(2018) … ブロック塀対策など教訓の忘却

◇西日本豪雨(2018) … 宅地開発の課題と要支援者への対応

◇東日本台風(2019) … 広域災害による中山間地域の孤立

◇令和２年７月豪雨(2020) … 危険区域からの早期避難

過去の災害の教訓を忘れずに活かし、高齢化社会が進行する中での要

支援者への対応の２つが大きなテーマとなる

参加者による意見交換

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和３年度 第２回会議

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

３．地震災害における地域防災の役割（意見交換）

１）地震時、道路等が使えない場合に自力歩行ができない方の避難方法について

２）地震発生時に地域の被害状況をいち早く把握するための取り組み

３）災害対応マニュアルの整備状況

４）防災等の訓練頻度と内容

５）早稲田学区内の被災状況の映像等による情報提供について

６）ライフライン情報とケーブルテレビでの住民への情報提供

７）地震後の運航再開時における道路状況の確認

８）災害ボランティアなどの輸送に対する協力依頼方法

９）大規模地震時の被災者支援を行うための備え

４．その他

１）早稲田学区地区防災計画「わせだ防災プラン」の紹介

●牛田・早稲田地域包括支援センター

●広島女学院大学

●（株）ちゅピＣＯＭ

●広島電鉄（株）

●早稲田学区自主防災連絡協議会

松井一洋 名誉教授による講演

わせだ防災プラン



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第１回会議

開催日時：令和４年６月２３日（木）15:00～17:00

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

【主な講演内容】

・現代社会の三つのリスク

・危機管理の定義

・災害リーダーシップとは

・災害支援時の心得から

・災害プロアクティブの法則

❖広島東警察署 … 災害救助のための訓練実施など

❖広島東消防署 … 自主防災組織の支援、防災訓練の実施

❖東消防団牛田分団 … 水害・火災への対応準備

❖東区地域起こし推進課 … 避難情報の最近の情勢ほか

❖東区地域支えあい課 … 新型コロナ関連の避難への対応ほか

❖広島市立早稲田中学校 … 地域と連携した防災学習

❖広島市立早稲田小学校 … 防災学習週間、総合学習での防災学習

❖広島女学院大学 … 平成30年7月豪雨での経験

❖東区社会福祉協議会 … 社協防災月間における防災展示

❖牛田・早稲田 … 災害発生時の避難の声かけ、

地域包括支援センター 福祉避難所の利用案内ほか

❖早稲田公民館 … 避難所開設支援、自主防との連携活動

❖東区医師会 … 広域災害・救急医療情報システムの紹介

❖ちゅピＣＯＭ … ＬＩＮＥを活用した地域との情報共有

❖広島電鉄(株) … 異常気象時対応マニュアルの見直し

❖ＮＰＯ法人イマジナス … 災害ボランティア事業の紹介

❖(株)トータテ都市開発 … 停電時自立発電など災害対応住宅の供給

❖早稲田学区社協 … 地域防災への参加の模索

❖早稲田女性会 … 避難所開設訓練など自主防災活動参加

❖早稲田学区自主防 … わせだ防災プランの取り組み推進ほか

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演
「地域防災力向上の諸課題」- 第２回 災害リスクマネジメント -

３．令和４年度の防災に関する取り組み状況など（情報交換）

４．その他の意見交換

５．早稲田学区自主防災連絡協議会からのお知らせ

・わせだ防災プランとその展開

・わせだ防災拠点プロジェクト構想

松井 一洋 名誉教授による講演

西田会長挨拶

（牛田・早稲田地域包括支援センターより）

・避難生活が長期化した場合のエコノミークラス症候群や筋力低下への対策について

（ＮＰＯ法人イマジナスより）

・災害発災時のボランティアセンター立ち上げについて

参加者からの情報提供（早稲田小学校）

わせだ防災拠点プロジェクト構想



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第２回会議

開催日時：令和４年９月１５日（木）14:00～16:45

開催会場：平成30年7月豪雨被災現場、早稲田公民館ほか

１．早稲田学区内 現地視察

※「平成30年7月豪雨 早稲田学区 災害記録」にて説明

・視察計画説明（広島女学院大学ゲーンスチャペル内）

・被災家屋跡地での土石流発生状況説明

・被災家屋での災害ボランティア活動状況説明

・早稲田学区における土砂災害の危険性についての説明

早稲田集会所での避難所開設ルール説明

被災地での土石流発生状況ほかの説明

わせだ防災拠点プロジェクト構想の説明

１）平成30年7月西日本豪雨 早稲田学区被災箇所 現地視察
（牛田東４丁目土石流発生現場（広島女学院大学敷地奥）

２）早稲田集会所

・早稲田学区における避難所開設ルールの説明

・集会所、公民館での避難所運営における取り組みの説明

・集会所のバリアフリー化など避難所環境改善の取り組みの説明

３）牛田東第３公園

・わせだ防災拠点プロジェクト構想の説明

２．現地視察の感想・意見交換（早稲田公民館）

・大雨で橋が木などで塞がれた場合の水、土砂の氾濫の危険性を意識

して現地を平常時から確認しておくことが重要

・円滑な救助活動をするため土地勘がある消防団員の参加が必要

・ハザードマップや現地での土石流危険渓流など災害危険箇所におけ

る発生要因と災害発生時の被害イメージの確認の必要性

・避難所運営の負担軽減の取り組みなど好事例の活用

・新しく転入してきた住民への避難場所の周知を続けることが大切

・具体的な災害時の活動を考えるため現地を把握することが必要

・早稲田団地が孤立した場合の被災者、要配慮者への支援方法を検討

することが必要

・避難所で避難者が過ごす環境の改善を進めることが大切

・早稲田学区で進められている地域防災活動をどのように支援するか

考えておくことが必要

・被災地や災害が発生しそうな場所に住む方へ迅速かつ正確に情報を

提供できるよう地域や関係者と連携した取り組みが必要

・一人で避難するのが困難な住民の方の支援を考えておくことが大切

・災害時の教訓などをずっと伝え続けて住民で共有することが大切

・災害時の活動や支援を十分に行えるよう、地域団体の日頃のつなが

りの強化やボランティア登録の拡大などを進める必要がある

・平成30年の災害の時にはがけ崩れがあり、危うく人が巻き込まれる

ところだった。大雨の時の行動には注意が必要。

・今回の現地視察を含めて、医師会など普段は地域に直接関わる機会

のない方々から意見をもらえるのは貴重。大切にしていきたい。

現地視察の感想・意見交換（早稲田公民館）

「平成30年7月豪雨 早稲田学区 災害記録」



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第３回会議

開催日時：令和４年１２月１５日（木）14:30～16:30

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

【主な講演内容】

序 なぜ人々は防災に無関心なのか

１．災害のサイクル（時系列的把握）

２．避難行動等の災害情報について

３．避難行動の多様化

４．未完の防災ステム（例示）

１．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演

「地域防災力向上の諸課題」

- 第３回 現在の防災活動が意味するもの（１）-

２．早稲田学区における今年度の防災に関する取り組み状況報告

松井 一洋 名誉教授による講演

参加者からの情報提供（NPO法人IMAGINUS）

【紹介した取り組み内容】

１）個別避難計画の作成活動の展開

２）避難所開設・運営訓練

３）中学校・小学校での防災学習

４）情報発信・広報活動

５）わせだ防災拠点プロジェクト

６）受援力向上の取り組み

７）ジュニアリーダーの育成

８）早稲田学区地区防災計画の計画提案

９）今後の活動予定

早稲田学区の防災取り組み状況

３．参加者からの情報提供・意見交換

１．情報提供

１）早稲田中学校における防災学習の取り組み状況

２）広島県一斉地震防災訓練における早稲田小学校での訓練結果

３）今年度の取材・放送と災害時の情報連携（ちゅピＣＯＭ）

４）広島女学院大学での「Volun-tive（ボランティブ）」の取り組み

（ＮＰＯ法人イマジナス）

２．意見交換

１）個別避難計画の有効性を高めるための取り組みについて

（早稲田学区自主防災連絡協議会から）

意見交換に対する回答（東区役所）

地域防災プラットフォーム 会議状況



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和４年度 第４回会議

開催日時：令和５年３月９日（木）14:30～16:20

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

【主な講演内容】

１．平時のまちづくり・防災体制

２．逃げ惑う人々

３．『72時間の壁』

４．シリア内戦地帯における救助・救援

５．わが国の国際救助・防災への見直し

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演

「地域防災力向上の諸課題」

-第４回 トルコ・シリア地震の発生 -

３．早稲田学区から防災活動の取り組み状況報告

松井 一洋 名誉教授による講演

１）早稲田学区避難所運営マニュアル検討委員会

２）早稲田中学校防災学習（１年生）

３）ワークショップ「ＢＯＳＡＩカフェ」

４）友楽（ゆうらく）タイム防災教室

５）ジュニア防災リーダー 参加者募集

６）わせだ防災拠点プロジェクト

７）早稲田学区地区防災計画の計画提案

早稲田学区の取り組み状況報告
（わせだ防災拠点プロジェクト）

４．参加者からの情報提供

地域防災プラットフォーム 会議状況

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

❖広島東警察署 … 災害時の訓練状況、防災フェアへの参加

❖東消防団牛田分団 … 各種訓練の再開、分団の団員加入

❖東区地域起こし推進課 … 避難所運営マニュアル更新の取り組み

❖広島市立早稲田小学校 … 安全マップ作成発表、防災マップを使用

した通学路マップの配布 ほか

❖東区社会福祉協議会 … 東区防災訓練でのＶＣパネル展示

❖牛田・早稲田 … 介護施設の閉所や介護職の高齢化などに

地域包括支援センター よる機能低下に伴う災害対応力への懸念

❖東区医師会 … 防災マニュアルの改正、災害時に医師が

避難所へ訪問する取り組み ほか

❖ちゅピＣＯＭ … 地震時における情報提供方法の改善

❖広島電鉄(株) … 大規模災害時におけるＢＲＴ（バス高速

輸送システム）の導入効果

❖ＮＰＯ法人イマジナス … 広島女学院大学の学生ボランティアとの

取り組み

❖早稲田女性会 … 女性防災士による新たな活動の企画検討

❖早稲田学区社協 … 新たな体制での早稲田学区まちづくり

５．地域防災プラットフォームに期待するもの（自由意見の中から主なもの）

・防災の関係者がここまで一堂に会する機会はなかなかないので、このようなネットワークが維持できたらよい

・参加する機関・団体が連絡、相談できる関係作りとその関係を活かした防災以外での連携の拡大ができるとよい

・今年度実施したような現地視察などフィールド企画があった方がよい

早稲田学区社協からの情報提供
（新たな体制でのまちづくり）



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和５年度 第１回会議
開催日時：令和５年６月１５日（木）14:30～16:30

開催会場：早稲田公民館 研修室１

【主な講演内容】

●最近の災害から

１．能登群発地震 ： 地震情報の意味

２．台風２号 ： 避難情報の出し方、避難の仕方について

●地域防災活動の成果の把握

・ハードとソフトの防災対策の進捗状況

・市民防災活動の成果の把握

・重要目標達成指標の設定

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演

「地域防災力向上の諸課題」

-第５回 現在の防災活動が意味するもの（２）-

松井 一洋 名誉教授による講演

４．参加者からの情報提供

西田会長 挨拶

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

❖広島東警察署 … アンダーパス浸水被害への対応訓練など

❖東消防署 … 災害時対応の体制、水防訓練ほかの実施

❖東消防団牛田分団 … 各種訓練の再開、学生サポーターの募集

❖東区地域起こし推進課 … 災害対策本部訓練、防災士養成講座の紹介

❖東区地域支えあい課 … 災害時の発達障害児・者の支援

❖広島市立早稲田小学校 … 東区教頭研修会での大洲雨水貯留施設見学

❖東区社会福祉協議会 … 東区防災フェアの展示、東区防災月間展示

❖牛田・早稲田 … 高齢者施設のＢＣＰ(事業継続計画)作成

地域包括支援センター

❖早稲田公民館 … 公民館の消防設備点検、公民館事業ほか

❖東区医師会 … 医師会災害マニュアルの改定ほか

❖ちゅピＣＯＭ … データ放送を利用した災害情報の提供ほか

❖広島電鉄(株) … 異常気象時のバスの運行方法の紹介

❖(株)トータテ都市開発 … SATONOWAの管理組合の設置ほか

❖早稲田女性会 … わせだ自主防との連携した活動

❖早稲田学区社協 … ひろしまＬＭＯの新体制でのまちづくり

令和５年度最初の地域防災プラットフォームでは、異動などによる委員の交代もあり、自己紹介を含めて各委員から

防災に関する様々な情報や意見を提供してもらいました。

３．早稲田学区における地域防災活動の取り組み報告

参加者からの情報提供（広島東警察署）

・早稲田学区地区防災計画の紹介

・令和５年度の活動における重点的な取り組み

参加者からの情報提供（早稲田公民館）



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和５年度 第２回会議
開催日時：令和５年９月２８日（木）14:30～16:30

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

【主な講演内容】

●最近の災害に関する話題から

１．関東大震災100周年 ： マスコミ各局の報道姿勢

２．最近の災害報道 ： 台風報道に関連して

●地域防災活動における市民のニーズとは

１．現代の三大課題と「防災の主流化」

２．大災害に対する発想

３．個人の防災意識と「助け合いの輪」

４．今一度、市民ニーズの把握を

５．早急に取り組みたい課題

２．広島経済大学 松井 一洋 名誉教授 講演

「地域防災力向上の諸課題」

-第６回 現在の防災活動が意味するもの（３）-

松井 一洋 名誉教授による講演

４．参加者からの主な情報提供・意見交換

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

❖東消防署 … 住宅の火災防止（住宅用火災警報器の点検）

❖東消防団牛田分団 … 消防車が入れない地域での消防訓練ほか

❖東区地域起こし推進課 … 中山地区での防災訓練・防災フェア開催

❖東区地域支えあい課 … 各地区での避難所の開錠訓練への参加

❖広島市立早稲田中学校 … 中学校における防災学習ほか

❖東区社会福祉協議会 … ７月の防災月間の取り組みほか

❖牛田・早稲田 … 介護事業者のＢＣＰを使用した訓練ほか

地域包括支援センター

❖早稲田公民館 … 地域での公民館の活用を通じた認知度向上

❖(株)トータテ都市開発 … スイッチボットを活用した対策

❖早稲田女性会 … 今後の防災研修会の開催

❖早稲田学区社協 … 地域防災活動を支える地域の人づくり

令和５年度２回目の地域防災プラットフォームでは、顧問の松井名誉教授から講演をいただいた後、各機関・団体の

参加者から防災に関する各種の情報提供、意見交換を行いました。

３．早稲田学区における地域防災活動の取り組み報告

参加者からの情報提供（東消防署）

・早稲田学区における地域防災活動の報告

・今後の活動計画について（活動計画カレンダー）

参加者同士の意見交換

早稲田学区における活動報告
（ジュニア防災リーダーの育成）



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和５年度 第３回会議
開催日時：令和５年１２月１４日（木）14:30～16:20

開催会場：早稲田公民館 研修室１、牛田東第３公園

２．牛田東第３公園の防災公園整備状況説明

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 挨拶

令和５年度３回目の地域防災プラットフォームでは、「地域で設置する災害対策本部の必要性」をテーマに、防災公園

として整備を進め、災害対策本部の設置場所候補である牛田東第３公園の整備状況なども確認しながら、地域防災プ

ラットフォームに参加する各機関・団体とどのような協力、連携ができるか意見交換をしました。

３．牛田東第３公園の災害対策本部設置について（意見交換）

・「わせだ防災拠点プロジェクト」の進捗状況報告

（対象施設）

◇早稲田集会所 ◇早稲田公民館

◇牛田東第３公園 ◇牛田早稲田第２公園

・牛田東第３公園の防災公園としての整備状況説明

かまどベンチの整備手順 ほか

・牛田東第３公園の視察（かまどベンチの見学など）

①広島東警察署 … 被災情報の集約と一元的な警察への提供方法

②東消防署 … 情報の錯綜を防ぐための工夫の必要性

③東消防団牛田分団 … 分団の活動における制約、優先すべき活動

④東区地域起こし推進課 … 避難所の運営本部との情報共有の方法

⑤東区地域支えあい課 … 支援が必要な人の居場所や人物情報の提供

⑥広島市社会福祉協議会 … ボラセンのサテライト設置方法

⑦東区社会福祉協議会 … 地域との関係が薄い要支援者への支援方法

⑧早稲田公民館 … 公園設置の災害対策本部の支援施設機能

⑨東区医師会 … 医師会の避難所への直接支援の仕組み

⑩ちゅピＣＯＭ … 災害対策本部機能からボラセン機能への移行

⑪広島電鉄(株) … 災害時のバスの運行方法と地域の連携

⑫(株)トータテ都市開発 … SATONOWAのコミュニティハウス、広場の利用

⑬早稲田女性会 … 女性会ならではの情報収集、発信での連携

⑭早稲田学区社協 … ひろしまLMO(エルモ)としての地域支援

【各機関・団体から出された意見】

４．まとめ

【松井顧問より】

・想定する被災のイメージを同じ条件で共有すると良い

・ＣＣＰ（Community Continuity Plan）という手法で考える

防災公園の整備状況説明

牛田東第３公園のかまどベンチを見学

わせだ防災拠点プロジェクト構想図

意見交換（広島東警察署より）

意見交換（広島市社会福祉協議会より）



早稲田学区自主防災連絡協議会 活動報告書

早稲田学区地域防災プラットフォーム

令和５年度 第４回会議
開催日時：令和６年３月２１日（木）14:30～16:30

開催会場：宗教法人東方之光 広島研修センター ２階大ホール

【主な報告内容】

・石川県でのボランティアセンターの運営方法

・被災地へのボランティア派遣日程

・石川県の被災地での活動内容（ボランティア拠点の整備）

・被災地の現状と問題

・これからの活動方針（子供への支援）

２．能登半島地震での災害ボランティア活動報告

（ＮＰＯ法人ＩＭＡＧＩＮＵＳ）

会場の様子

４．能登半島地震に関する情報提供、意見交換

１．早稲田学区自主防災連絡協議会 西田会長挨拶

❖東消防団牛田分団 … 地震で道路が被災した場合の消火活動

❖東区地域起こし推進課 … 広島市の能登半島地震への支援ほか

❖東区地域支えあい課 … 石川県における公衆衛生チームの支援ほか

❖広島市立早稲田中学校 … 中学生の能登半島地震への向き合い方

❖東区社会福祉協議会 … 被災地の社協活動への支援

❖牛田・早稲田 … 大規模災害時の高齢者支援、施設運営

地域包括支援センター

❖早稲田公民館 … 防災公園と合わせた拠点施設としての利用

❖(株)トータテ都市開発 … 住宅の耐震工事の必要性

❖早稲田女性会 … 女性のネットワークを活かした防災活動

❖早稲田学区 … 要配慮者が家族にいる場合の在宅避難

自主防災連絡協議会

令和５年度４回目の地域防災プラットフォームでは、今年の元日に発生した能登半島地震を受けて、実際に被災地で

支援活動をされたNPO法人IMAGINUSの活動を向理事から報告いただき、各機関・団体の参加者から地震災害に関する

各種の情報提供や意見交換を行いました。

５．早稲田学区における地域防災活動について（報告）

参加者からの情報提供（女性会）

・わせだ防災プランのテーマ別活動状況 など

NPO法人IMAGINUSからの報告

３．能登半島地震の現地レポート（災害ＮＧＯ結の資料より)

・能登半島地震発生から２か月が経過したタイミングでの被災地

の現状と課題について、災害ボランティア活動団体からの視点

でまとめられたレポートにて情報提供

災害ＮＧＯ結の能登半島地震レポート資料
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